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どうが

せ
ん
の
　
お
わ
り
に
　

気き

を
　
つ
け
て
、
な
ぞ
ろ
う
。

え
ん
ぴ
つ
で
　
な
ぞ
ろ
う
。

で
き
た
か
な

で
き
た
ら

な
ぞ
ろ
う

• 「
と
め
」「
は
ね
」「
は
ら
い
」
に 

気
を
　つ
け
て
　か
い
た
。

ち
い
さ
い

に
・
ふ
た
つ

あ
お
い

お
と
こ

お
お
き
い

ぶ
んて

3

1

1
2

2

3

1

2
3

4
1

2
4 3 1

2
2

1
3
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1
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7 8
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1

2
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32

﹁
と
め
﹂﹁
は
ね
﹂﹁
は
ら
い
﹂

かん字
じ

水み
ず

ふ
で
で
 

か
い
て
 み
よ
う

は
ね

と
め

は
ら
い

は
ら
い

どうが

は
ち
・
や
・

や
っ
つ

全ての児童にとって学びやすい

重

軽

いちばん大事な
ことを大きく

その他の
事例は小さく

【特別支援教育に関する校閲】  氏間和仁   広島大学大学院准教授

特別支援教育への配慮
情報を精選し、大切なことがひと目で分かる、すっきりとしたレイアウトを実現しました。
特別に支援が必要な児童にとっても、混乱が生じにくく学びやすい紙面です。

【カラーユニバーサルデザインに関する校閲】
市原恭代   工学院大学准教授　NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構（CUDO）理事

色覚の多様性への配慮
文字や図表などに、複数の色を用いる場合には、
全ての児童が明確に識別できる色の組み合わせに配慮しました。

教科書

拡大教科書

拡大教科書
弱視の児童の負担を軽減するため、
活字を大きくした教科書です。
教科書紙面を単純に拡大するのではなく、
読みやすい大きさの文字と書体で、
教材内容を損なわないように再構成しています。

読みやすさへの配慮
単元名・教材名や、「たいせつ」には、
読みやすさと見やすさを追求した
ユニバーサルデザイン（ＵＤ）書体を用いました。

一般的なゴシック体

UD書体

書きやすさへの配慮
毛筆文字、硬筆文字、教科書体活字の
字体の整合性がとれており、毛筆で学習したことを
硬筆に生かすことができます。

毛筆文字硬筆文字

教科書体活字

多数派の色覚 少数派の色覚 多数派の色覚 少数派の色覚

光村教科書 よくある配色
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先生・保護者の方へ
全学年に「先生・保護者の方へ」を設け、

家庭や地域社会との連携が図れるようにしました。
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一い
っ

か
い
　

と
ま
っ
て
、

ぴ
ょ
ん
と
　

は
ね
る
。

は
ら
い
は
、

す
う
っ
と

力ち
か
ら
を
　ぬ
く
。

ぴ
た
っ
と
　

と
め
る
。

　空
そら

に　大
おお

きく　かこう
し
ょ
し
ゃ
の
　や
く
そ
く

も
じ
　た
ん
け
ん
た
い

 
・
・
・
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・
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・
・
・
・
・
・
・

2

し
ょ
し
ゃ
　た
い
そ
う

 
・
・
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じ
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く
　し
せ
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え
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い
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い
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こ
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「
と
め
」
と
「
は
ら
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「
は
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／
か
き
じ
ゅ
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「
ま
が
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お
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16

「
む
す
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／
じ
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た
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と
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し
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こ
く
ご
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し
ょ
し
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ろ
げ
た
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せ
い
か
つ
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こ
ん
な
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と
は
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い
か
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に
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ら
が
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26

み
ず
ふ
で
で
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い
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よ
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▼
ひ
ら
が
な
　あ
つ
ま
れ
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・
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か
た
か
な
の
　か
き
か
た
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▼
か
た
か
な
　あ
つ
ま
れ
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・
・
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「
と
め
」「
は
ね
」「
は
ら
い
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・

30

「
お
れ
」「
ま
が
り
」「
そ
り
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
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か
き
じ
ゅ
ん
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に
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る
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ん
字
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な
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字
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た
ち
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か
ん
字
　し
ら
べ
た
い

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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37

か
き
ぞ
め
／
一い
ち

年ね
ん

生せ
い

の
　ま
と
め
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・
・
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　空そ
ら

に
　大お

お

き
く
　か
こ
う

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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一
年
生
で
　な
ら
う
　か
ん
字
（
80
字
）
 
・
・
・

46

し
ょ
し
ゃ

す
た
ー
と

ぶ
っ
く

ひ
ら
が
な

か
た
か
な

か
ん
字じ

ま
と
め

し
り
ょ
う

この　マークが　ある　ところには、
さまざまな　しりょうが　あります。
よみとる　ときには、
先
せん

生
せい

や　おうちの　人
ひと

と　いっしょに　

つかうように　して　ください。

一
年
生
で
は
、
平
仮
名
・
片
仮
名
・
漢
字

の
書
き
方
、
書
く
姿
勢
や
鉛
筆
の
持
ち
方
を

学
習
し
、
丁
寧
に
書
こ
う
と
す
る
態
度
を
養

い
ま
す
。
小
学
校
に
お
け
る
す
べ
て
の
学
習

活
動
の
基
礎
・
基
本
と
な
る
大
切
な
内
容
で

す
。
一
年
生
の
純
粋
で
前
向
き
な
学
び
の
姿

勢
が
持
続
す
る
よ
う
に
、
頑
張
り
を
認
め
て

ほ
め
て
伸
ば
す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

▶2年生では、1年生で学んだことをもとに、
点や画の組み立て方を学びます。

︵
光
村
図
書
の
書
写
の
系
統
性
︶

1年 2年 3年 4年 5年 6年

姿勢・執筆

筆使い

組み立て

字形

文字の配列

日常に生かす

（硬筆）

始筆・送筆・終筆

外形・文字の中心

点画の組み立て

基本点画 点画のつながり

書く速さ・筆記具

筆順

（硬筆・毛筆）

文字の大きさと配列

部分の組み立て

123

字
じ

を かく ことは、スポーツと おなじで からだを うごかします。

おもいどおりに うごかす ためには、じゅんびうんどうが ひつようです。

かく まえに、「しょしゃ たいそう」で からだを ほぐしましょう。

この 本
ほん

を

つくった 人
ひと

からの 
メッセージ

湯
ゆ

浅
あさ

景
かげ

元
もと

先生

「しょしゃ たいそう」で、げんきよく！

12

〈
も
く
じ
〉

先せん
生せい・
保ほ
護ご
者しゃ
の
方かた
へ

どうが どうが

〈さまざまな　しりょう〉

しゃしん （アニメーション）

どうが

1年 P49  光村図書の書写の系統性

1年 P2～3  もじ たんけんたい

1年 P4～5  しょしゃ たいそう

3 2

がっこうには、
どんな　もじが　あるかな。

も
じ
　た
ん
け
ん
た
い

どんな　もじが　あるかなどんな　もじが　あるかな

教
きょう

科
か

書
しょ

に登
とう

場
じょう

する児
じ

童
どう

の写
しゃ

真
しん

・イラストは、
必
かなら

ずしもマ
ま

ス
す

ク
く

をしていませんが、感
かん

染
せん

症
しょう

の流
りゅう

行
こう

に応
おう

じてご配
はい

慮
りょ

ください。

先
せん

生
せい

・保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

へ

しゃしん

すたーとすたーと
ぶっくぶっく

しょしゃしょしゃ

5 4

どうが

し
ょ
し
ゃ
　た
い
そ
う

ぐ
う
　ぱ
あ
。

ぐ
う
　ぱ
あ
。

か
い

7

書写体操は、いい姿
し

勢
せい

を維
い

持
じ

するための 
体操です。いい姿勢とは、楽

らく

な姿勢です。
疲
つか

れにくく、集中して書
か

くことができます。

ゆ
び
を

お
し
あ
お
う
。

び
ょ
う

7
ゆ
び
を

ひ
っ
ぱ
ろ
う
。

び
ょ
う

7
あ
た
ま
と
　

て
を
　

お
し
あ
お
う
。

び
ょ
う

7

書
しょ

写
しゃ

体
たい

操
そう

で、集
しゅう

中
ちゅう

！

1234

せいり　たいそう

じゅぎょうの　

さいごに

やって　みよう。 どうが

すたーとすたーと
ぶっくぶっく

しょしゃしょしゃ

先
せん

生
せい

・保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

へ

全学年の巻末に、光村図書の書写の系統表と
各学年の学習内容を示しました。

「学校の新しい生活様式」に配慮しました。

体操の目的と効果を示しました。

18

保護者の方からの応援メッセージを
書く欄を設けました。

1年 P1 
しょしゃ 
すたーと ぶっく

先生のために
充実のラインナップで、先生の働き方改革を応援し、

授業づくりをサポートします。

朱書編

本編

硬筆ワークシート

教科書紙面のデジタル化に加えて、
墨と朱墨の筆使い動画は、上から・
ななめからの2アングルの映像を
収録。他にも、硬筆ワークシート、
毛筆原寸大資料の全データ収録。
QRコードの全てのコンテンツを
閲覧可能。

学習指導書付属

紙の教科書と同一の内容をデジタル化。児童の学習
活動をより充実させたり、教科書へのアクセシビリ
ティを高めたりするための新たな学びの道具です。
総ルビ／機械音声再生／文字色・背景色・明るさの
変更／ハイライト機能／分かち書き／リフロー表示
／QRコードの全てのコンテンツを閲覧可能

指導のポイントを、
分かりやすく視覚的に示します。
「図説 デジタル教科書・教材 
活用ガイド（学習者用・指導者用）」を新設。

19

学習指導書付属

手本印刷
【対応漢字】小学校で学習する漢字 

1026字／ひらがな／カタカナ

名前印刷
【対応漢字】常用漢字 2136字／人名用
漢字 863字（一部異体字にも対応）／
人名でよく使用される漢字／ひらが
な／カタカナ

半紙手本・名前手本が
教科書教材と同様の文字で
簡単に作成できます。

お手本くん朱書編・本編・ワークシート

学習者用デジタル教科書

指導者用デジタル教科書 （教材）

毛筆原寸大資料

学習指導書

※タブレット端末で読み取ってくだ
さい。スマートフォンでは、機種によ
って、ご利用いただけないコンテン
ツがあります。

ウェブ体験版はこちら
デジタル教科書・教材

https://www.mitsumura-tosho.
co.jp/06s-kyokasho/digital/

1011

せ
ん
の

　おわ
り
に

　きを

　つけ
て
、
な
ぞ
ろ
う
。

ひらがなの　かきかた2

「
と
め
」 

と
「
は
ら
い
」 

と
「
は
ね
」

と
め

は
ら
い

は
ね

1

1

12

1
2

3

え
ん
ぴ
つ
で

　

な
ぞ
ろ
う
。

• 

ぴ
た
っ
と

　

と
め
た
。

• 

す
う
っ
と

　

は
ら
っ
た
。

で
き
た
か
な

で
き
た
ら

な
ぞ
ろ
う

• 

ぴ
ょ
ん
と

　

は
ね
た
。

画の終筆 「止め」「払い」「はね」

「止め」
（ぴたっ）

「払い」
（すうっ）

ねこのイラストに添えてある
「ぴたっ」「すうっ」「ぴょん」
を声に出しながら，「止め」
「払い」「はね」の確認をする。

DVD
動画
「
く
つ
」「
か
い
」

ワーク
シート

❷

目
標

学
習
の
流
れ

2 時間

教科書
P10・11

❷
ひ
ら
が
な
の
　
か
き
か
た

「
と
め
」と「
は
ら
い
」と「
は
ね
」

点
画
の
書
き
方
（
止
め
・
払
い
・
は
ね
）
に

注
意
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
書
く
こ
と
が
で
き

る
。

◀
め
あ
て
を
も
と
う

●❶
学
習
目
標
を
理
解
す
る
。

�

◀
考
え
よ
う
・
確
か
め
よ
う

●❷
終
筆
に
気
を
つ
け
て
、「
く
つ
」

を
指
で
な
ぞ
り
、「
止
め
」・「
払

い
」
の
書
き
方
を
知
る
。

●❸
鉛
筆
で
、「
止
め
」・「
払
い
」
を

含
む
線
や
「
く
つ
」
を
な
ぞ
る
。

●❹
終
筆
に
気
を
つ
け
て
、
指
で
「
か

い
」
を
な
ぞ
り
、「
は
ね
」
の
書

き
方
を
知
る
。

「
ぴ
た
っ
」「
す
う
っ
」
と
声
に
出
し

な
が
ら
な
ぞ
り
ま
し
ょ
う
。

「
止
め
」
と
「
払
い
」
の
違
い
が
わ

か
り
ま
し
た
か
。

姿
勢
と
鉛
筆
の
持
ち
方
に
気
を
つ
け

て
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
な
ぞ
り
ま

し
ょ
う
。「
止
め
」
と
「
払
い
」
は

で
き
ま
し
た
か
。

鉛
筆
で
書
く
前
に
、
み
ん
な
で
空
書

き
し
ま
し
ょ
う
。「
く
」
は
「
ぴ

た
っ
」、「
つ
」
は
「
す
う
っ
」
で
す
。

い
っ
た
ん
止
め
て
か
ら
、
小
さ
く
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